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　２月11日、「平戸オランダ商館」の入館者が５万人
を突破しました。記念すべき５万人目の入館者となっ
たのは、友人４人と平戸を訪れた波佐見町の平野英
子さん。平野さんには、黒田市長が花束、木田館長
はヨンストン動物図説に描かれているサイの絵の複
製パネルを記念品として贈られました。平野さんは
「５万人目の入館者ということで大変驚きました。こ
の商館は、テレビで紹介されていて、平戸に来たら
行こうと決めていました」と話してくれました。

祝・入館者５万人突破
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白平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,666人（－31）
　男性／16,721人（－11）
　女性／18,945人（－20）
■世帯数　14,384戸（－5）
※（ ）は、前月との比較

平成24年2月1日現在

　２月３日、最教寺奥の院で
行われた節分の日の恒例行事
「子泣き相撲」からの一コマ。
子どもの健やかな成長を願う
伝統行事。大しゃもじを持っ
た行司の声や動作で早く泣い
た方が勝ち。遠くは関東から
参加した人も。「はっけよい！」
の声に、笑ったり眠ったりす
る赤ちゃんもいて、会場は笑
い声が絶えませんでした。

　慶応生による「平戸市最
終報告会」の取材に行きま
した。これまで、調査やワ
ークショップを行ってきた
学生のみなさんは、一生懸
命に活動をしていました。
報告会では、本気になって
「平戸のまち」のことを考え
て提案してくれました。報
告会後、記念撮影を頼まれ
た際に、ある学生が「平戸
はいい。すごく好き」と話
しているのを耳にしました。
だから、本気で考えてくれ
たのだと感じました。　

　「平戸にはうまいもんが
いっぱいあるとばい♬」長
谷川義史さんの絵本ライブ
で「大阪うまいもんのうた」
を平戸のおいしいもので替
え歌にしました。会場に集
まった子どもたちから出て
きた平戸の「うまいもん」は、
あご、ウチワエビ、カスド
ース、牛蒡餅、ひらめ、平
戸牛。先月オープンした「平
戸瀬戸市場」にも、たくさ
んの「うまいもん」が揃って
います。平戸の海幸・山幸
どうぞ召し上がれ。 
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在日オランダ大使館
報道・文化補佐官
バス・ヴァルクスさん

泣いたが勝ち。泣いたが勝ち。泣いたが勝ち。泣いたが勝ち。泣いたが勝ち。
最教寺の節分行事最教寺の節分行事
「子泣き相撲」「子泣き相撲」
最教寺の節分行事
「子泣き相撲」

平戸オランダ商館友の会「商館倶楽部」に入会して
オランダの歴史や文化を学びませんか？

　平戸オランダ商館を中心として平戸の国際交流の
歴史や文化を楽しく学び、体験することできます。
勉強会のほか、オランダの伝統的な料理作り体験、
音楽鑑賞、ガラス細工なども楽しみましょう。
○年会費　1,500円
　（松浦史料博物館友の会、サポート会員は無料）
【お問い合せ】　平戸オランダ商館　☎26-0636

・平戸オランダ商館入館料免除
・平戸オランダ商館刊行物配布
・企画展ギャラリートーク案内
・オランダ商館勉強会
・史跡現地見学会　など

会員になると、
こんな特典が
付いてくるよ！

　私の仕事は日本でオランダの文
化と文化表現を推進することです。
　私と平戸の出会いは12年前、日
蘭交流400周年の記念事業の一環
として主催された「12Xおらんだ」の
一期生として２カ月、平戸で滞在し
たときです。
　それから平戸のことがとても好き
で、できれば少なくとも年に一回は
平戸に来るように心がけています。

バスさんからのメッセージ
Message from Bas Valckx

　現在、日本各地で行われている日蘭交流の紹介と
今後のあり方などについてのトークライブを行います。
○と　き　３月17日（土）　午後６時30分～
○ところ　平戸オランダ商館　２階
○講　師　バス・ヴァルクス【在日オランダ大使館
　　　　　報道文化部　報道文化補佐官】
○参加費　無料

平戸オランダ商館トークライブ
「日蘭交流の展望」
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私
た
ち
の
生
活
に
は
、
電
気
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
事
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

　

現
在
、
電
気
を
生
み
出
す
た
め
の
燃
料

は
、
石
油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化

石
燃
料
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
化
石
燃
料
に
は
、
限
り
が

あ
る
た
め
、
い
ず
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
予
測
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
燃
料
を
燃
や
す
こ
と

で
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
や
窒
素
酸
化
物

な
ど
は
、
地
球
温
暖
化
や
大
気
汚
染
に
よ

る
呼
吸
器
疾
患
、
酸
性
雨
な
ど
の
原
因
の

一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
近
年
で
は
、
枯
渇
す
る
こ
と

が
な
く
、
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
バ
イ
オ

燃
料
や
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
発

電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
）の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
次
世
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
が
、
実
際
に

見
て
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
地

球
環
境
と
調
和
し
た
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
在
り
方
や
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
理

解
の
増
進
を
図
る
た
め
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
や
体
験
施
設
な
ど
を
整
備
し
た

「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」を
推
進
し

て
い
ま
す
。

化
石
燃
料
か
ら
の
転
換

化
石
燃
料
か
ら
の
転
換

自
然
の
力
を
活
か
し
た「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

自
然
の
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活
か
し
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エ
ネ
ル
ギ
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化
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自
然
の
力
を
活
か
し
た「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

平
戸
市
で
は
、

風
力
発
電
と
太
陽
光
発
電
で
、

「
北
風
と
太
陽
」の
童
話
が
、

自
然
に
優
し
い
、
夢
の
あ
る

ス
ト
ー
リ
ー
に
変
わ
り
ま
す
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
認
定

平
戸
が
持
っ
て
い
る
自
然
の
力
を
活
用
し
よ
う

１
月
24
日
、
経
済
産
業
省
が
認
定
す
る「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」に

平
戸
市
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
認
定
さ
れ
た
件
数
は
、
全
国
で
33
件
。

今
回
は
、
平
戸
市
を
含
め
て
８
件
が
新
た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
で
の
認
定
は
、
佐
世
保
市
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
続
く
２
例
目
。

こ
の
地
球
上
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、

今「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
」が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、

平
戸
に
吹
く
風
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

平
戸
の
自
然
に
は
、「
す
ご
い
」エ
ネ
ル
ギ
ー
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

セ
ク
タ
ー
が
運
営
す
る
６
カ
所
の
風
力
発

電
施
設（
25
基
、
総
発
電
出
力
３
９
，
４

２
０
ｋ
Ｗ
）の
ほ
か
、
北
松
北
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
燃
焼
熱
を
利
用
し
た

余
熱
発
電
施
設
、
た
び
ら
昆
虫
自
然
園
が

自
然
学
習
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
整
備
し

た
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

の
年
間
発
電
量
は
、
一
般
家
庭
の
年
間
消

費
電
力
量
の
１
・
６
倍
と
い
う
能
力
が
あ

り
、
本
市
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足

が
で
き
る
潜
在
的
な
力
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
計
画
で
は
、
市
内
の
歴
史
的
資

産
と
併
せ
、
施
設
を
見
学
し
情
報
を
提
供

す
る
体
制
の
整
備
に
加
え
、
訪
れ
る
人
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

計
画
推
進
の
母
体
に
な
る
市
内
の
風
力
発

電
事
業
者（
４
社
）と
市
で
構
成
す
る「
平

戸
市
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
運
営
協

議
会
」の
発
足
を
す
る
予
定
で
す
。
ま
ず

は
、
施
設
見
学
の
案
内
板
設
置
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
、
見
学
コ
ー
ス
整
備
、
周
遊

バ
ス
運
行
な
ど
の
協
議
を
行
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
拡
大
や
新

た
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
を

探
る
実
証
研
究
な
ど
の
計
画
も
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

企
画
課
政
策
企
画
班
☎
内
線
２
３
３
５

　

平戸が持っている自然の力を活用しよう
次世代エネルギーパーク認定

平
戸
市
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
計
画
を
作
成
し
ま
す

　　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
の
認
定
を

受
け
る
要
件
は
、
複
数
の
種
類
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
施
設
や
施
設
見
学

が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
と
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
で
、
見
学
者
に
対
し
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
必
要
な
情
報
が
提
供
で
き
る
体
制
が

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
本
市
が
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
主
催
す
る
各
種
広

報
事
業
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
、

本
市
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
る
た
め
観
光
客

増
加
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
の
誘
致
、

環
境
教
育
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
的
な
展
開
と
し
て
は
、Ｅ

Ｖ（
電
気
）自
動
車
や
自
転
車
、Ｅ
Ｖ
ス
タ

ン
ド
な
ど
を
活
用
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル（
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）の
導
入
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
可
能
と
す
る
蓄
電
技
術
を
利
用
し
た

電
力
網（
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
）の
整
備

な
ど
、
国
が
行
う
実
証
実
験
や
研
究
、
国

庫
補
助
制
度
へ
の
優
先
的
採
択
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

本
市
は
、
海
に
囲
ま
れ
海
か
ら
の
季
節

風
が
直
接
吹
き
つ
け
る
た
め
、
風
力
発
電

に
良
好
な
条
件
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
に
は
民
間
事
業
者
や
第
三

市内の次世代エネルギー発電施設
①的山大島風力発電所
　（風車16基　発電量32,000kW）
②生月風力発電所
　（風車３基　2,250kW）
③生月南風力発電所
　（風車２基　1,500kW）
④生月町風力発電所
　（風車１基　発電量490kW）
⑤平戸風力発電所
　（風車２基　発電量1,200kW）
⑥田平風力発電所
　（風車１基　発電量1,980kW）
⑦たびら昆虫自然園
　（太陽光発電　発電量20.33kW）
⑧北松北部クリーンセンター
　（余熱発電　900kW）

※公共・産業用など非住宅用太陽発電を含む全ての再生可能エネルギーによって発電された電気を、
　電気事業者（九州電力など）が一定の期間、固定価格で買い取ることが義務付けられる制度
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今
回
の
認
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合

併
前
か
ら
風
力
発
電
な
ど
施
設
建
設
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
長
さ
ん
の
先
見
性
と
ご
英
断
の
賜

物
で
あ
り
、
そ
の
後
、
市
と
一
緒
に
な
っ

て
管
理
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
事

業
者
各
位
の
お
陰
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
発
事
故

後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

国
民
の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ

る
中
、
本
年
７
月
か
ら「
固
定
価
格
買

取
制
度
」（※

）が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

や
、
新
た
な
太
陽
光
発
電
施
設（
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
）建
設
が
実
現
す
れ
ば
、
平

戸
市
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
大
き

く
貢
献
で
き
ま
す
し
、
恵
ま
れ
た
雄
大

な
自
然
を
舞
台
に
環
境
学
習
な
ど
の
交

流
人
口
増
大
に
も
大
い
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

　

イ
ソ
ッ
プ
童
話
で
は
、
北
風
と
太
陽

が
旅
人
か
ら
コ
ー
ト
を
剥
ぎ
取
る
競
争

が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い「
北

風
と
太
陽
」物
語
は
、
夏
場
の
風
が
穏

や
か
で
日
差
し
が
強
い
と
き
は
ソ
ー

ラ
ー
発
電
が
、
ま
た
冬
場
の
北
風
が
強

く
曇
り
が
ち
の
と
き
は
風
力
発
電
が
、

相
互
補
完
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
行

う
と
い
う
自
然
に
優
し
い
夢
の
あ
る
ス

ト
ー
リ
ー
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
電
力
の
地
産
地
消
を
見
据
え

た「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
」の

可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
将
来
に
む
け

て
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
よ
う
な
故
郷

に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
誇
れ
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

平戸市長
黒田　成彦
Kuroda Naruhiko

▲福岡市の九州経済産業局で行われた「次世代エネル
ギーパーク」認定書授与式後には、今後のエネルギー
政策などについて資源エネルギー庁環境部やその関係
者と意見交換が行われました。



横綱が後輩に伝える
「努力する大切さ」

地域の大切な文化財を火災から守るために！

　１月26日、27日の両日、「文化財防火デー」
に併せて、文化財の点検や通報、消火訓練が行
われました。また、26日には平戸オランダ商館、
27日には野子町の阿弥陀寺本堂で、消防団や関
係者、消防署員との点検や通報、消火訓練の合
同防火訓練を実施。平戸オランダ商館の訓練で
は、施設裏のボイラー室から出火したという想
定で、地元の消防団員や消防署員など約30人が
放水。関係者とともに、地域の大切な文化財を
守るための防火・防災の意識向上を図る訓練に
なりました。

　１月18日、中野小学校で、「よ
うこそ先輩　アマチュア横綱松
永六十四選手」と題し、同小学
校の卒業生で昨年３年ぶり２度
目のアマチュア横綱に返り咲い
た猶興館高校教諭の松永六十四
さんを迎え、優勝報告会と道徳
の授業が行われました。報告会
で松永さんは、全校児童に努力
を続けることの大切さについて
の講話をしたあと、児童たちと
ぶつかり稽古で楽しくふれあい
ました。また、６年生の道徳の
授業では、「夢」と「強さ」を題
材に、松永さんがアマチュア横
綱になるまでの努力や思いを話
し、児童たちは、真剣に耳を傾
けていました。

17世紀から18世紀の貴重な洋書などを展示

　１月20日から２月29日までの間、平戸オラ
ンダ商館で、企画展「殿さまが見たオランダ」が
開催されました。この企画展は、オランダと蘭
学に深い知識を持っていた平戸藩９代藩主松浦
静山公が収集し、松浦史料博物館が所蔵する
17世紀から18世紀にかけての洋書コレクショ
ンを中心に測量器具や学術書など約30点を展示。
訪れた人は、「昔の本や史料が、きれいな状態
で残っていることに驚いた。まさに平戸らしい
と思います。さまざまな貴重な品を見ることが
できうれしいです」と話してくれました。
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　1月29日、第42回田平町駅伝大会（町内を
一巡する９区間18.3km）が開催されました。大
会には、地区対抗の部などの４部門に計27チー
ムが出場し、健脚を競い合いました。選手のみ
なさんは、晴れ空の下、応援に駆けつけたみな
さんの温かい声援を受け、田平町内を力走しま
した。各部優勝は次のとおり。
■地区対抗の部　　小崎区
■オープンの部　　猶興館高校陸上部
■町内一般の部　　県北保健所陸上部
■女性の部　　　　空（北松農業高校）

タスキをつなぎ、田平町内を駆け抜ける！

　１月28日、平戸市離島開発総合センターで、
絵本作家の長谷川義史さんの絵本ライブが行わ
れました。会場には市内外から約200人の親子
が参加。「串かつやよしこさん」や「ラーメンちゃ
ん」の朗読や、「いいから　いいから」の絵を模
造紙に描きながら物語を進めるライブ絵本など
が披露されました。また、「大阪うまいもんの
うた」の手遊びを平戸オリジナルの替え歌にし
て、参加したみなさんで歌った一幕も。長谷川
さんのユーモアたっぷりの関西弁の語りで、会
場には子どもたちの笑い声が響きました。

「いいから いいから」長谷川義史さん絵本ライブ

　２月１日、田平町の濵野富重さんが100歳の
お誕生日を迎えられ、同月３日、黒田市長が入
院先の明星会病院を訪れ、花束と記念品を贈り
長寿を祝いました。若いころは自ら志願して軍
隊に入った濵野さん。戦後は田平に戻り、葉タ
バコ栽培や米づくりなど農業を営む傍ら、竹を
使って味噌こしや、時には約180cmのグライ
ダーを作ったりして、物作りを楽しんでいたそ
うです。日頃から「100歳までは生きるんだ」
と話されていたとのこと。念願が叶ったと、家
族が大変喜んでいました。

祝１００歳おめでとうございます 給食で味わう、オランダ家庭料理「エルデンスープ」

　１月26日、北部給食センター管内の小中学
校５校と平戸幼稚園の給食に、オランダ家庭料
理のスープ「エルデンスープ」が登場しました。
これは、平戸と関わりが深いオランダの料理を
知って、身近に感じてほしいということで給食
のメニューに採用。エルデンとは、オランダ語
でグリーンピースの意味で、スープはジャガイ
モと一緒に形がなくなるまで煮込んだもの。児
童たちは、「グリーンピースは嫌いだから残す
けど、全部食べました」「初めての味でちょっと
苦手」などと感想を聞かせてくれました。

から

とみ  じゅう



　2月5日、川内峠で、春の訪れを告げる風物詩・
野焼きが行われました。また、同日に佐志岳で、
12日に上段の野でも野焼きが行われました。
　川内峠は、九十九島や壱岐など360度見渡せ
る県内有数の草原で、野焼きは、草原の景観保
護と防火や若草の育成のために毎年行っている
恒例行事。市内外から多くの観客やアマチュア
カメラマンが訪れました。火を入れると、約
30ヘクタールの草原が炎に包まれました。黒
く焼けた草原に緑の芽が出るころ、川内峠は山
菜採りを楽しむ人でにぎわいます。

　２月11日、平戸港交流広場で、「平戸城下雛
まつり」（平戸商工会女性部主催）のオープニン
グセレモニーが開催されました。セレモニーで
は、鮮やかな着物を着た平戸幼稚園の児童とみ
のり保育園の児童、計48人が、童謡を合唱。
その後「按針の館」までの道のりをパレードし
ました。
　祭りは、４月３日（火）まで行われ、商店街
一帯はひな人形で彩られます。また、今年も、
そのひな飾りの展示の華やかさを競うコンテス
トが開催されます。

広大な草原を炎が包む「川内峠の野焼き」

商店街をひな人形で彩る雛まつり開催中

　２月７日、度島町の三免集落センターで、健
康管理講演会「笑いと健康」（いきいきサロン主
催）が開催され、講師の矢野大和さんが「笑って
元気」を演題に口演を行いました。矢野さんは、
「年をとってもまだまだやれる、できる。と思
うことが大切」というメッセージをユーモア溢
れる話しの中に詰め込み、集まった約100人の
観客に「笑顔・笑い」という健康の種を振りまい
ていました。また、口演会前に、度島中学校の
１年生４人が天満宮の祭りに出かける親子のや
りとりを描いた落語「初天神」を披露しました。

いつまでも元気・健康でいるために

「はよ泣け。はっけよい！」子泣き相撲

　2月3日、最教寺奥の院で、節分の伝統行事「子
泣き相撲」が行われました。子泣き相撲は、約
400年前に平戸藩主を悩ませていた亡霊が、赤
ちゃんの泣き声で退散したという言い伝えから
始まったといわれます。
　県内外から１歳前後の約200人の赤ちゃんが
参加。雪が舞うなか、行司の「はっけよい！」
の掛け声で、どちらが先に泣くかを競いました。
豆力士の泣き顔にお母さんが笑顔になる取組や、
赤ちゃんが泣かない行司泣かせの取組に、訪れ
た観客から歓声があがりました。

食べることでつながる命、育つ心

　2月11日、たびら活性化施設で、第２回平戸
市食育講演会が開催され、約120人が参加しま
した。この講演会は食の大切さを知り考えても
らうために開催。JA生月平戸地区青年部の永田
順三さんと平戸幼稚園の丸田幸子さん、平戸市
食生活改善推進協議会の冨元香津子さんが、そ
れぞれの地域で行っている事例を発表しました。
講演では、九州大学大学院農学研究院の比良松
道一さんが、「命」と「心」をテーマに「食べるこ
とは、命を次の命につなぐ。母乳が赤ちゃんを
育てるように」と食生活の大切さを訴えました。
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　２月12日、根獅子小学校体育館で「根獅子の
食まつり」が開催されました。今年で３回目。
第１部は「食とまちづくりシンポジウム」と題
して、文化的景観地域の住民活動や農村地域の
活性化について事例発表やパネラーによる討論
が行われました。第２部の「ねしこ食まつり」は、
根獅子や飯良地区などから70人が出品した郷
土料理も展示。ご飯、おかず、漬物など160点
の料理が並びました。会場に集まった約200人
のみなさんは、「おふくろの味」に舌鼓を打ち、
地域の温かいおもてなしを満喫しました。

ふるさとの景観と食を後世に伝えよう

　２月12日、「いきつきロード2012」が、生月
支所前をスタートするコースで行われました。
大会は、年齢別、距離別、親子で参加するファ
ミリーの部が行われ、市内外から約950人の選
手が参加し、青空の下で潮風香る生月の海岸線
を力走し、健脚を競いました。今年はゲストラ
ンナーに、生月町出身の浦川有梨奈選手（名城
大学）をはじめ、中野中学校出身の横山美明選
手（三菱重工長崎マラソン部）、同部に所属する
2人の選手、松浦高校陸上部選手が参加。選手
たちを励ましながら一緒に走りました。

風になれ！いきつきロード2012

　２月13日、飯良町の川渕ナミさんが100歳
のお誕生日を迎えられ、同日、黒田市長が入所
先の介護老人保健施設「ひらんど」を訪れ、花
束と記念品を贈り長寿を祝いました。川渕さん
は、18歳の時、近くの川渕家へ嫁ぎ、5人の子
供に恵まれました。夫と２人農業を営み、時に
は持ち前の器用さで和裁をしながら、家計を助
けたそうです。無口ながらも優しい人柄で周囲
の誰からも好かれている川渕さん。「私が100
歳まで生きるなんて思いもしなかった」と、と
てもうれしそうに話しました。

おめでとうございます祝100歳

こう えん

たい  わ

ひ　ら　まつ

みち かず
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労
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村
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平
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由
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幸
一

◎
人
命
救
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青
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國

　

嵜
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秀
年

平成23年度

平戸市表彰式
　２月21日、平戸文化センターで、「平成23年度平戸市表
彰式」が行われました。
　各分野において、高い識見と優れたリーダーシップで市政
推進にご尽力いただいた51人。そして、本市のスポーツの
振興にご貢献いただいた４人と１団体、スポーツで優秀な成
績を収められた19人と６団体のみなさんに対し、表彰状が
贈られました。
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◎
ス
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（
個
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）
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松
浦
高
校
陸
上
部

　

望
月　

千
幸　
　

キ
ヤ
ノ
ン
ア
ス
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ク
ラ
ブ
九
州

　

平
山　

一
新　
　

紐
差
相
撲
ク
ラ
ブ

　

平
山　

愛
梨　
　

紐
差
相
撲
ク
ラ
ブ

　

坂
口　

奈
緒　
　

紐
差
相
撲
ク
ラ
ブ

　

大
和
田
野　

広
拓　

紐
差
相
撲
ク
ラ
ブ

　

松
園　

大
成　
　

平
戸
少
年
相
撲
倶
楽
部

　

石
田　

梢　
　
　

宝
亀
少
年
相
撲
倶
楽
部

　

松
永　

六
十
四　

市
相
撲
連
盟

　

近
藤　

和
貴　
　

生
月
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
年
団

　

白
石　

智
哉　
　

生
月
中
学
校
空
手
道
部

　

松
倉　

七
海　
　

拳
城
館

　

永
澤　

亮
希　
　

猶
興
館
高
校
空
手
道
部

　

橋
口　

龍
三　
　

猶
興
館
高
校
空
手
道
部

　

坂
井　

滉　
　
　

武
當
館
生
月

　

田
島　

忠
篤　
　

武
當
館
生
月　

　

西
村　

全
機　
　

長
崎
日
本
大
学
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　

水
泳
部

　

田
原　

正
伸　
　

市
水
泳
協
会

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
団
体
）

　

平
戸
少
年
相
撲
倶
楽
部 

　

平
戸
市
チ
ー
ム（
相
撲
競
技
） 

　

生
月
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

生
月
中
学
校
空
手
道
部 

　

武
當
館
生
月

　

平
戸
シ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ

◎
体
育
功
労

　

吉
島　

孝
夫　

市
剣
道
協
会

　

眞
辺　

善
市　

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

原
田　

美
穂　

中
部
体
育
振
興
会

　

石
田　

篤
男　

市
相
撲
連
盟

◎
社
会
体
育
優
良
団
体

　

紐
差
剣
心
会

（
敬
称
略
）

平戸猟友会
田平猟友会 津吉小学校

野子小学校
野子中学校 平戸小学校

平成 23年度統計功績者表彰

平成25年度全国高等学校総合体育大会
　　　　　相撲競技平戸市開催ポスター

近藤　親之さん
/鏡川町

石橋　沙也香さん
/猶興館高校２年

山本　久美子さん
/紺屋町

受賞
　　おめでとうございます。

平成23年度長崎県学校保健・学校安全推進学校

「学校保健の部」努力校 平成23年度長崎県学校保健会表彰
「よい歯の学校」優良校

平成23年度長崎県学校保健・学校安全推進学校

有害鳥獣から市民を守るのために尽力
日ごろの活動に市から感謝状

「学校保健の部」優良校

最優秀賞

　この作品は、浮世絵
に描かれていた相撲を
参考にしました。体と
体がぶつかり合う衝激
や若さ力強さを表現で
きたと思っています。

　驚いたのと同時に一
生懸命に取り組んだ結
果だと思います。みな
さんに快くご協力をい
ただいき、やり遂げる
ことができました。

　児童数が減少する中
で、小・中学校一緒の
保健活動が評価された
のだと思います。今後
も、保健活動に力を入
れていきたいです。

　これまでの有害鳥獣
駆除活動を評価してい
ただき、また、感謝状
までいただけたことは、
会員の今後の活動の励
みになります。

　12年連続で作品展
に出展していることや
多くの児童が毎回表彰
されていることなどが評
価されての受賞だと感
じています。

　校医・歯科校医・薬
剤師の先生や家庭での
取り組みが評価されて
の受賞と思っています。
みなさんのご協力とご
理解に感謝します。

　突然のことでとても
驚いています。地域の
みなさんのご協力が
あったからこその表彰
と感じています。ありが
とうございます。

文部科学大臣奨励賞　学校奨励賞
第23回MOA美術館全国児童作品展

　市民表彰やスポーツ表彰のほか、芸術
作品や学校教育活動において顕著な成果
を挙げている学校が各種表彰を受賞しま
した。また、永年にわたる功績が認めら
れ、個人・団体が表彰や感謝状を受けら
れています。
　ここでは、その一部を紹介します。



Interview

　　

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
な
ど
の

学
生
た
ち
が
、
平
成
22
年
度
に
本
市
を
訪

れ
、「
中
心
市
街
地
」「
食
」「
廃
校
・
廃

屋
」の
３
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
平
戸
市
活

性
化
へ
向
け
て
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
し

た
。　

そ
の
後
、
市
は
、
学
生
か
ら
の
活

性
化
方
策
に
つ
い
て
の
提
言
を
受
け
、
そ

の
中
か
ら
平
成
23
年
度
に
は
次
の
３
つ
の

テ
ー
マ
で
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
を
依

頼
し
ま
し
た
。

○
平
成
23
年
度
調
査
研
究
テ
ー
マ

　

①
中
心
市
街
地
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

②
情
報
サ
テ
ラ
イ
ト
の
実
施

　

③
観
光
客
を
は
じ
め
と
す
る
消
費
者
の

　
　

満
足
度（
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
）の
向
上

　

学
生
た
ち
は
、
決
定
し
た
テ
ー
マ
に
基

づ
き
、
何
度
も
本
市
を
訪
れ
、
観
光
客
へ

向
け
て
ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ー
ド
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
お
も
て
な
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
敷
地
内
で
の
星

空
バ
ー
開
催
な
ど
の
社
会
調
査
や
実
証
実

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
、
平
戸
市
離
島
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
で
、
慶
應
義
塾
大
学
の
学
生
に
よ

る
最
終
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は

市
民
の
み
な
さ
ん
約
１
０
０
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
観
光
振
興
の
施
策
と
し

て「
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
導
入
と
活

用
」「
観
光
案
内
所
で
の
お
土
産
販
売
」

「
市
民
主
体
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
講
習
会

の
開
催
」「
平
戸
の
星
空
を
観
光
資
源
と
し

た
居
酒
屋『
ひ
ら
ん
だ
』の
運
営
」に
つ
い

て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
提
案
。

　

意
見
交
換
で
は「
触
れ
合
っ
て
み
る
と

平
戸
の
み
な
さ
ん
の
温
か
み
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
回
の
提
案
は
、
実
際
に

具
体
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
く
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
良

く
し
よ
う
と
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

ほ
し
い
」な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
行
し
た
古
谷
知
之
准
教
授
は「
地
域

の
こ
と
を
き
ち
ん
と
捉
え
て
評
価
し
、
現

状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
新
し
い

考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　

そ
し
て
、
地
域
力
の
底
上
げ
の
た
め
に

は
中
学
生
、
高
校
生
の
よ
う
な
若
い
人
材

を
ど
の
よ
う
に
し
て
育
成
す
る
か
、
若
者

に
地
域
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
訓
練
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
」な
ど
と
地
域
活
性

化
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
の
学
生
が
作
成
し
た
最

終
報
告
会
の
資
料
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
市
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
部
課
か
ら
の
お
知

　

ら
せ
↓
市
長
公
室
↓「
地
域
の
強
み
を

　

活
か
し
た
地
域
力
向
上
支
援
事
業
」

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　
　

企
画
課
政
策
企
画
班

　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
６

　～外からの視点・若者が見た平戸　～外からの視点・若者が見た平戸
地域を元気にするために～地域を元気にするために～

「地域の強みを活かした地域力向上支援事業」「地域の強みを活かした地域力向上支援事業」

～外からの視点・若者が見た平戸
地域を元気にするために～

最
終
報
告

―

外
か
ら
の
視
点
を
加
え
る―

　
　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

―

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
探
る―

「地域の強みを活かした地域力向上支援事業」平戸市
最　終
報告会

　この事業は、平成21年度から県が慶應義塾大
学と「地域振興に関する連携協力協定」を締結し、
県内各地の持つ地域資源を活かしたまちづくりに
ついて調査し、活性化策を提言するものです。市
では平成22年７月から「魅力ある観光振興と交流
人口の拡大」というテーマで調査を開始しました。

慶應義塾大学慶應義塾大学
総合政策学部３年総合政策学部３年
慶應義塾大学
総合政策学部３年
出水　江里さん

　私たちは「よそ者・若者」の視点から平
戸の観光をより良くするための提案を行
うことを目的に活動してきました。
　最終報告会で、いくつかの提案をさせ
ていただきましたが、私たちの活動の本
当の意味とは、平戸市のみなさんによそ
者・若者の視点を分かっていただき、ア
ピールしていただくためのきっかけづく
りだったのではないかと考えています。
　平戸には、ほかの地域にはない良い観
光資源があります。平戸市のみなさんが
今後、平戸の素晴らしさ
を訴え続けていくことが、
長期的に見て一番良い観
光政策になるはずです。
　期間中、市民のみなさ
んには調査にご協力いた
だき、ありがとうござい
ました。

■Message

本当の平戸の素晴らしさは、
市民のみなさんしか訴えられません

　

※

屋
外
や
店
頭
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
液
晶

　
　

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
映
像
表
示
装
置
。

　
　

こ
こ
で
は
、
観
光
客
参
加
型
の
情
報
端
末

　
　

を
表
す

※

　平戸市スポーツ推
進委員、日本３B体
操協会公認指導者、
日本レクリエーショ
ン協会公認インスト
ラクター。
　川口さんの気分転
換は、音楽を聴くこ
と。癒し系の曲から
ハードな曲まで、音
楽が大好きです。

生涯学習実践人
川口　智子さん
◎岩の上町（56）

楽
し
く
、
無
理
を
せ
ず
に

続
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

川
口　

智
子

３
Ｂ
体
操
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
３
Ｂ
体
操
で
体
を
動
か
し
た
あ
と
は
、

み
ん
な
で
楽
し
く
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

お
口
の
体
操
も
必
要
な
ん
で
す
よ
ね
」そ

う
明
る
く
話
す
の
は
、
北
部
公
民
館
で
３

Ｂ
体
操
や
ヨ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導
を
し

て
い
る
川
口
智
子
さ
ん
。

　

27
年
前
、
友
人
に
誘
わ
れ
て「
３
Ｂ
体

操
の
集
い
」に
参
加
し
た
時「
こ
れ
だ
、
私

も
始
め
よ
う
」と
瞬
間
的
に
感
じ
た
川
口

さ
ん
。
そ
れ
か
ら
は
、
教
室
に
通
い
、
一

生
懸
命
に
練
習
を
重
ね
、
指
導
者
の
道
へ
。

「
仲
間
が
い
た
か
ら
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」。
現
在
は
公
民
館
講
座
の
ほ
か
、

福
祉
施
設
へ
も
出
向
き
、
体
操
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
指
導
し
て
い
ま
す
。「
初
め

は
戸
惑
っ
た
表
情
だ
っ
た
み
な
さ
ん
が
、

楽
し
そ
う
に
体
を
動
か
し
、
い
き
い
き
と

し
た
表
情
に
変
わ
る
と
き
、
と
て
も
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
」。
川
口
さ
ん
の
目
標

は
、
世
代
を
超
え
て
３
Ｂ
体
操
を
広
め
る

こ
と
。「
声
が
か
か
れ
ば
ど
こ
で
も
伺
い

ま
す
。
誰
で
も
で
き
る
３
Ｂ
体
操
の
楽
し

さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
学
び
の
達
人
」は
次
回
か
ら
、
生
涯
学

習
だ
よ
り「
ま
な
ぶ
君
」に
掲
載
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
登
場
い
た
だ
い
た「
達
人
」の

み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

健
康
体
操
で
心
と
体
を
育
て
ま
し
ょ
う

人
生
を
楽
し
む
何
か
を
見
つ
け
ら
れ
た
ら
、
も
っ
と
学
ぼ
う
と
す
る
。
私
は
、
そ
れ
が
３
Ｂ
で
し
た
。

か
わ　

 
ぐ
ち

 

と
も    

こ
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このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

国際交流員
レムコ－・フロライク

●
●

●
●●

● ★

平戸市役所
大島支所

大島村離島開発
総合センター

JA

〒

駐在所
真教寺

金剛院

大島村大島村
ふるさと資料館ふるさと資料館
大島村
ふるさと資料館

神浦港

永

■おはなし会／３日　・17日　・24日　
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室
■春のおたのしみ会／ 10日　　午前10時～
　　　　　　　　　　市ふれあいセンターゆめホール
　図書館博士になれる「ビンゴゲーム」や「大型絵本」　
　「昔あそび」で楽しく過ごしましょう。

◎休館日／６日　、13日　、20日　、25日　、
　　　　　27日　～ 31日　（年度末図書整理）

広報ひらど 平成24年３月号 12Hirado City Public Relations,2012.313

平 永永

平
平

永

大

生

　「ようちえんいくの、いやや」子育
て経験のある人なら思わずうなずく
朝の光景。人気作家・長谷川義史が
贈る、すべての園児への応援歌です。
親子で笑って楽しんで、読み終える
ころには、きっと幼稚園が大好きに
なっていることでしょう。

　校庭や家のまわりで見られる身近
な野草・樹木について、成長、特徴、
開花の様子や花のつくりなどを詳し
く調べてみませんか。小学校理科学
習の理解を深めることができる「生
き物観察図鑑」を読んで、家族みん
なで春の野山を散策してみましょう。

『ようちえんいやや』
作／長谷川義史
出版社／童心社

出版社／学研教育出版

『教科書に出てくる
 生きもの観察図鑑３巻
 植物 ２ 野草・樹木』

　海底を震源とする地震が起こると
津波発生のおそれがあります。東日
本大震災から１年。海に囲まれた日
本に生きる私たちが知っておくべき、
知識とは…。津波のメカニズム、そ
の巨大なエネルギー、津波警報時に
取るべき行動などを紹介しています。

監修／片田敏孝
出版社／かもがわ出版

　帽子をすりぬける蝶が飛行機の中
を舞うとき、「言葉」の網が振りかざ
される。希代の多言語作家「友幸友幸」
と、資産家Ａ・Ａ・エイブラムスの言
語をめぐって連環してゆく物語。第
146回芥川賞受賞作。ほか「群像」掲載
全２編を単行本化。

『道化師の蝶』
著／円城塔
出版社／講談社

　戦争が終わった年から昭和40年頃
にかけて、今では、想像できないほど、
貧しい暮らし。当時の平戸で過ごし
た生活の記録ともいうべき物語は、
どん底の中で「たいていの苦労は笑い
飛ばす」勇気を与えてくれる１冊です。

『掘っ立て小屋の11人』

　世界最大のソーシャルネットワー
キングサービス「facebook」の入門書、
画面写真を使って分かりやすく徹底
解説しています。始める前に登録、
友達の探し方、情報発信と共有…。
スマートフォン・ケータイさえあれ
ばこれから始められる１冊です。

『はじめてのfacebook』

出版社／アスペクト

著／石田多絵子
出版社／日本文学館

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 14日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館　和室大

平戸図書館 ☎22‐4017

●３月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土

土

土

土

水

●３月の主なもよおし●

◎休館日／６日　、13日　、20日　、25日　、
　　　　　27日　～ 31日　（年度末図書整理日）

日火火 火

火

日火火

火

火

南

平

田

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

『３.11が教えてくれた
 防災の本２ 津波』

えんじょうとう

募集
　市内図書館（室）の利用促進のため、市外の先進図書館の
見学モニターを募集します。
 と　　き　３月18日（日）
 視察場所　たらみ図書館、佐々町立図書館
 行　　程　永田記念図書館（８:45）～平戸図書館（９:15）～

佐々図書館～大村湾ＳＡ・昼食～たらみ図書館～
平戸図書館（17:00）～永田記念図書館（17:30）

 対　　象　市内在住者又は勤務者
 定　　員　22人
 申込締切　３月15日（木）
 内　　容　図書館見学後、アンケートにご意見・ご感想を
　　　　　 記入していただきます。
 参 加 費　無料（大村湾ＳＡでの昼食は
　　　　　 自己負担（お弁当持参可））
 問合せ先　平戸図書館

大
島
村
ふ
る
さ
と
資
料
館

■オランダの卒業式

　2012年2月10日。天気は曇り、北北西の風です。まだ寒いですが、3月には桜が咲き始めるし、そして

オランダと違って卒業シーズンにも入ります。オランダの学校は大体9月から始まって、7月までですの

で、卒業式は6月に行います。しかし、オランダには小学校の卒業式がありませんし、中学校と高校は中

高一貫教育になっているので、卒業式は１回しかないです。オランダの小学校では卒業式の代わりに親と

親戚を招待してミュージカルや演劇などを披露するのが一般的です。オランダの大学では入学試験が一般

的にありませんが、高校の卒業試験が厳しく、卒業するのは難しいです。試験の２週間前ぐらいにコルダ

ダフ（いたずらの日）があって、卒業生がほかの生徒と先生にいたずらしたり、からかったりします。卒

業試験の合格結果が出たらオランダ国旗を揚げて、勉強のために使ったかばんを旗ざお

　　　　　　　　　　からぶらさげる習慣があります。卒業式では、校長先生が卒業

　　　　　　　　　　生を１人ずつ前に呼び、その生徒に関して短い話をしてから

　　　　　　　　　　卒業証書を渡します。生徒がみんなの前で自分の卒業証書

　　　　　　　　　　をサインします。しかし、日本ほど正式的な式典で

　　　　　　　　　　はなくて、みんなは普段着で参加します。夜には

　　　　　　　　　　ＤＪを呼んで学校で卒業パーティを行います。

　

大
島
村
は
合
併
前
の
北
松
浦
郡
時
代

か
ら
幾
度
も
訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
、

ふ
る
さ
と
資
料
館
は
訪
問
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
所
管
す
る
教
育
委
員

会
大
島
分
室
の
担
当
者
の
案
内
で
見
学

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
島
は

古
く
か
ら
大
陸
や
国
内
と
の
海
上
交
通

の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
歴
史
が
あ
り
、

館
内
の
展
示
品
も
原
始
・
古
代
の
岳
ノ

下
古
墳
か
ら
出
土
さ
れ
た
土
器
に
始
ま

り
、
中
世
で
は
戦
国
時
代
に
豪
族
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
大
島
氏
の
『
来
島
文

書
』、
ま
た
近
世
で
は
生
月
町
の
益
冨

組
（
捕
鯨
）
よ
り
早
く
捕
鯨
を
操
業
し

た
井
元
弥
七
左
衛
門
の
鯨
組
の
歴
史
が

『
塩
吹
出
之
図
』
と
と
も
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
昭
和

初
期
の
生
活
民
具
・
農
具
や
教
科
書
な

ど
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
所
狭
し
と
並
ん

で
い
て
、
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た

伝
統
芸
能
の
須
古
踊
り
や
流
儀
で
に
ぎ

わ
う
懐
か
し
い
写
真
や
、
海
外
と
の
交

易
の
跡
を
思
わ
せ
る
史
跡
に
つ
い
て
も

詳
し
い
解
説
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
建
物
は
平
成
５
年
度
電
源
立
地
促

進
対
策
交
付
金
事
業
で
建
設
さ
れ
平
成

６
年
11
月
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
て
、

休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
と
年
末
年
始
、

開
館
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
館
料
は
無

料
で
見
学
者
の
要
望
が
あ
れ
ば
教
育
委

員
会
分
室
の
担
当
者
が
詳
し
い
説
明
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
の
で
、
来
島
の
折

に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
開
館
時
間
（
月
曜
日
は
休
館
日
）

　

平
日
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
。
土
曜
日
は
正
午
〜
午
後

５
時
。

▲建物２階の展示室には所
狭しと数々の資料が展示さ
れています。

このコーナーは、市長が初体験した平戸の魅力を、広く市民のみなさんにも参画し、体験してもらうためのコラムです。

vol.26

▲ふるさと資料館は神浦桟橋か
ら歩いて10分程度の距離で、教
育委員会分室の正面にあります。

魅
力
溢
れ
る
平
戸
。み
な
さ
ん
は
本
物
の
平
戸
を
体
験
し
て
い
ま
す
か
？

黒
田
市
長
の
平
戸

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

　カピタンの日記とは・・・

「400年前には平戸オランダ商館のカピタン

が日記を書きましたので、それを再現し、

カピタンから見た平戸やオランダの文化の

違いや説明をこのコーナーで提供します。」
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対
談

黒田　成彦黒田　成彦

黒
田
市
長　

お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
９
月
の

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
開
館
以
降
、
国
内
外

を
問
わ
ず
多
く
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
予
想
以
上
に
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
客
や
宿
泊
客
の
数

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
す
ま
す
知
名
度

も
上
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
さ
ら
に

台
湾
と
中
国
の
み
な
さ
ん
に
も
ど
ん
ど
ん

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
結
び
つ
き
を
強
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

曾
処
長　

最
近
の
平
戸
市
の
動
き
に
つ
い

て
は
、
私
も
各
方
面
か
ら
と
て
も
精
力
的

と
い
う
評
価
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
特

に
九
州
北
部
地
域
の
市
長
さ
ん
た
ち
と
連

携
し
て
台
湾
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

う
な
ど
そ
の
発
想
と
行
動
力
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
よ
。

黒
田
市
長　

東
ア
ジ
ア
誘
客
３
県
都
市
連

携
の
こ
と
で
す
ね
。
台
湾
の
旅
行
会
社
で

日
本
向
け
商
品
を
幅
広
く
手
が
け
て
お
ら

れ
る
名
生
旅
行
社
の
最
新
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
平
戸
の
漁
師
体
験
を
組
み
込
ん
だ

コ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

い
よ
い
よ
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

曾
処
長　

台
湾
人
は
旅
行
が
大
好
き
で
、

特
に
日
本
び
い
き
で
す
か
ら
そ
の
動
き
は

楽
し
み
で
す
ね
。

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

昨
年
は
台
湾
と

の
交
流
を
は
じ
め
中
華
民
国
工
商
協
進
会

の
黄
茂
雄
名
誉
会
長
に
よ
る
経
済
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
ご
支
援
い
た
だ
き
大

変
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。

台
北
駐
福
岡
経
済
文
化
弁
事
処
長（
曾
念

祖
）　

こ
ち
ら
こ
そ
。
台
湾
と
の
交
流
を

進
め
る
上
で
私
た
ち
が
お
役
に
立
つ
こ
と

に
よ
っ
て
平
戸
市
が
元
気
に
な
っ
て
い
る

の
は
う
れ
し
い
で
す
。
市
長
も
お
忙
し
い

で
し
ょ
う
？

黒
田
市
長　

こ
れ
ま
で
長
崎
県
内
の
首
長

は
、
台
湾
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
遠
慮
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
戸
市
は
中
国
と
台
湾
と

オ
ラ
ン
ダ
を
結
び
つ
け
る
共
通
の
歴
史
上

の
人
物
・
鄭
成
功
の
生
誕
地
で
す
の
で
、

思
い
切
っ
て
行
動
が
で
き
ま
す
し
、
そ
の

使
命
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

曾
処
長　

台
湾
と
中
国
大
陸
と
の
関
係
の

現
状
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
２
０
１

０
年
の
１
年
間
で
中
国
大
陸
か
ら
台
湾
を

訪
問
す
る
観
光
客
が
１
６
３
万
７
，
０
０

０
人
に
の
ぼ
り
、
日
本
を
抜
い
て
世
界
１

位
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
中
国
大
陸
の

大
多
数
の
省
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
台
湾
に
わ
た

り
経
済
や
文
化
の
分
野
で
積
極
的
な
交
流

を
求
め
に
来
ら
れ
ま
す
。

黒
田
市
長　

台
湾
海
峡
が
緊
張
し
て
い
た

時
代
か
ら
比
べ
れ
ば
様
変
わ
り
で
す
ね
。

特
に
先
の
台
湾
総
統
選
挙
で
国
民
党
の
馬

英
九
総
統
が
再
選
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り

親
密
な
関
係
が
期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
に
対
し
て
も
世
界
最
大
規
模

の
義
援
金
が
台
湾
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

曾
処
長　

そ
の
義
援
金
の
98
％
は
自
発
的

に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
よ
。
ご
く
自
然

に
台
湾
人
が
日
本
に
対
す
る
友
情
の
証
と

し
て
表
現
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ち

な
み
に
昨
年
、
日
本
人
の
台
湾
に
対
す
る

意
識
調
査
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、「
あ
な

た
は
台
湾
を
信
頼
し
て
い
ま
す
か
」と
の

問
い
に
84
・
２
％
が「
信
頼
し
て
い
る
」

と
い
う
回
答
で
、
さ
ら
に「
日
本
と
台
湾

の
関
係
は
良
好
で
す
か
」と
い
う
質
問
に

対
し
、
91
・
２
％
が「
よ
い
」と
回
答
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
に
調
査
さ
せ
た
中
立
な
統
計
で

す
。

黒
田
市
長　

ま
さ
に
相
思
相
愛
の
関
係
で

す
ね
。
過
去
の
日
本
に
よ
る
占
領
時
代
の

捉
え
方
も
全
然
違
い
ま
す
か
ら
ね
。

曾
処
長　

か
つ
て
日
本
は
、
統
治
し
た
50

年
間
に
台
湾
の
農
業
水
利
建
設
に
貢
献
が

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
烏
山
頭
ダ
ム
を

建
設
さ
れ
た
石
川
県
出
身
の
八
田
與
一
技

師
に
対
し
て
は
、
そ
の
業
績
を
た
た
え
、

昨
年
５
月
８
日
に
日
本
円
で
約
３
億
円
か

け
て
記
念
公
園
を
造
り
ま
し
た
。
台
湾
人

の
気
質
は
、
受
け
た
ご
恩
は
決
し
て
忘
れ

な
い
し
、
常
に
前
向
き
で
未
来
志
向
な
ん

で
す
ね
。

黒
田
市
長　

黄
名
誉
会
長
の
お
話
に
よ
れ

ば
、
日
本
企
業
に
よ
る
中
国
へ
の
事
業
移

転
や
経
済
投
資
に
つ
い
て
も
、
台
湾
の
事

業
家
を
仲
介
役
に
す
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
運

ぶ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

曾
処
長　

台
湾
と
中
国
大
陸
と
の
間
に
Ｅ

Ｃ
Ｆ
Ａ（
両
岸
経
済
協
力
枠
組
協
定
）が
締

結
さ
れ
、
今
後
、
日
系
企
業
が
中
国
大
陸

に
進
出
す
る
際
に
、
台
湾
を
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
に
す
れ
ば
成
功
す
る
確
率
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
台
湾
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
は
、
世
界
中
で
最
も
中
国
大
陸
の

人
々
の
気
質
と
日
本
人
の
行
動
様
式
や
習

慣
に
詳
し
い
で
す
か
ら
ね
。

　
黒
田
市
長　

ま
さ
に
台
湾
は
、
ア
ジ
ア
経

済
活
力
の
架
け
橋
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
私

は
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
、
４
日
間
で
42

万
人
が
殺
到
し
た
台
北
旅
行
博
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
紋
付
き
袴
で
会

場
に
い
ま
し
た
ら
、
行
政
院
長（
日
本
の

首
相
に
あ
た
る
）の
呉
敦
義
さ
ん（
現
在

は
副
総
統
）か
ら
握
手
を
求
め
ら
れ
、
と

て
も
感
激
し
ま
し
た
。

曾
処
長　

台
湾
人
は
日
本
の
こ
と
が
と
て

も
好
き
で
す
か
ら
、
和
服
姿
を
見
た
ら
親

し
み
を
覚
え
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

黒
田
市
長　

今
年
は
平
戸
に
お
い
て
鄭
成

功
生
家
再
現
事
業
が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
し
、
台
南
市
で
は
、
松
浦
史

料
博
物
館
の
協
力
に
よ
っ
て
17
世
紀
当
時

の
台
湾
船
が
完
成
し
、
現
在
航
海
訓
練
が

実
施
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
私

市長のトップ対談シリーズ11
台湾はアジアと日本をつなぐ架け橋～平戸ならではの国際交流のよきパートナー～

は
、
こ
の
４
月
に
世
界
鄭
氏
宗
親
会（
鄭

成
功
の
子
孫
に
よ
る
組
織
）の
新
し
い
会

長
に
お
会
い
す
る
た
め
に
初
め
て
彰
化
市

を
訪
問
す
る
予
定
を
組
ん
で
い
ま
す
。

曾
処
長　

私
が
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
遠
慮
な
く
申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

黒
田
市
長　

鄭
成
功
が
日
本
の
平
戸
で
生

ま
れ
た
こ
と
を
台
湾
や
中
国
の
人
に
も

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
し
、
日
本
国
内
で
も
鄭
成
功
の
偉
業

を
知
ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、

本
年
が
日
中
国
交
回
復
40
周
年
と
福
建
省

と
長
崎
県
の
友
好
交
流
30
周
年
の
節
目
で

す
か
ら
、
大
い
に
宣
伝
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

曾
処
長　

台
湾
と
日
本
、
と
り
わ
け
九
州

は
ま
す
ま
す
密
接
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今

年
の
３
月
に
は
台
北
と
鹿
児
島
に
定
期
便

が
週
３
便
就
航
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鹿
児
島
県
庁
と
県
議
会
お
よ
び
商
工
会
議

所
が
力
を
入
れ
て
悲
願
達
成
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
11
月
に
も
宮
崎
県
の
河
野
知
事

も
台
湾
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
よ
。

黒
田
市
長　

私
た
ち
も
遅
れ
を
と
ら
な
い

よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
大
事
に
し
な
が
ら
台
湾
の
人
た
ち
と
の

交
流
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

台
湾
は
ア
ジ
ア
と
日
本
を
つ
な
ぐ
架
け
橋 

〜
平
戸
な
ら
で
は
の
国
際
交
流
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
〜 曾 念祖

台北駐福岡経済文化
弁事処処長

黒田　成彦

市長のトップ
対談シリーズ
11

平戸市長平戸市長平戸市長

た
い   

ぺ
い

そ

べ
ん     

じ    

し
ょ

こ
う  

し
げ     

お

は
っ    

た 　

よ　

い
ち

う     

さ
ん  

と
う

ご　

  

と
ん　

 

ぎ

て
い    

し     

そ
う  

し
ん   

か
い

し
ょ
う  

か      

し ば

え
い 

き
ゅ
う

て
い    

せ
い   

こ
う

め
い  

せ
い

そ　

ね
ん

観
光
地
平
戸
が
台
湾
で
も
有
名
に

都
市
連
携
の
Ｐ
Ｒ
が
効
果
を
発
揮

中
国
大
陸
の
活
力
を
呼
び
込
む

日
台
関
係
も
さ
ら
に
良
好
に
拡
大

鄭
成
功
の
偉
業
を
再
評
価
す
る
時

九
州
と
台
湾
の
緊
密
な
交
流
に
期
待

今回のお相手・曾念祖さん
1949年生まれ。1982年７月に外交部入省。1982年７月か
ら亜東関係協会に在籍。大阪弁事処課長、本部文教課課長を
歴任。1995年７月から台北駐日経済文化代表処に在籍。業
務部首席課長、業務部長を、2007年９月から総務部部長を
歴任。2010年７月から台北駐福岡経済文化弁事処処長。現
在に至る。
　台北駐福岡経済文化弁事処は台湾の総領事館の機能を持つ。
業務内容は、台湾と九州・山口地区の親善友好交流関係、経
済貿易・文化および観光など各方面における発展促進活動や
外国人ビザおよび書類認証などの領事事務など。

そ　　ねん　　そ



■■活動ＤＡＴＡ■■

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

「猶興館高等学校卓球部」「自立自発の精神を持って」
　私たち猶興館高等学校卓球部は、古くからの伝統を持

ち、かつては県レベルの大会でも上位進出を何度も果た

していました。現在は、その栄光を取り戻すべく、日々、

心・技・体のレベルアップを図っています。

　大学進学などを目指す部員が多く、学習時間を確保す

るため、卓球の練習時間が限られ

てしまいます。その中で私たちは、

基本的には自分たちで練習内容を

考え、その練習に必死に取り組み、

少しずつですが、強豪校の選手と

も互角に戦えるような部員も出て

きています。

　ありがたいことに、卒業生や地

域のみなさんのご指導・ご支援を

いただいています。そのご恩を忘

れることなく、これからも日々精

進していきます。

広報ひらど 平成24年３月号 16Hirado City Public Relations,2012.317

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。

「なかよしおやこフォト」
発行月にお誕生日を迎える６歳まで（未就学児に限る）のお子さんとそのご両親、またはどちらか一方を募集します。掲
載は、先着２組の家族まで。申込期限は、発行月前の15日です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。
○応募方法　写真に名前・住所・電話番号・メッセージ、家族紹介文を添えて郵便、またはＥメールにてご投稿ください。
※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。

あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　市長公室秘書広報班　E-Mail kouhou@city.hirado.lg.jp

vol.
　21

なかなか
よしよしおやこおやこ

フォトフォト

なか
よしおやこ

フォト
おやこ
フォト

ひ
らど

「ひまわり」「明るく楽しく。歌で元気を届けたい」
　私たち「ひまわり」は、昨年12月に結成したばかりの

コーラスグループです。約3年前の地区の敬老会で、老い

も若きも入り交じってコーラスを披露したときに「みんな

でコーラスをしたい！」と熱い思いがありました。

　結成のきっかけとなったのは、昨年10月に多目的研修

センターで行われた松口ようこさんのコンサート。有志で

集まり、コンサートの１カ月前から練習を重ねて前座で披

露しました。11月には奥ひらど文化祭でも披露。

　現在は月に２回、地域のイベントでも披露できるよう練

習に励んでいます。

将来は男声合唱も入

れて混声合唱をやっ

てみたいです。コー

ラスを通じて、老い

も若きも集まる出会

いと交流の場にした

いと思っています。

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎月第２・４木曜日
　　　　　午後１時30分～午後3時
活動会場／多目的研修センター
対 象 者／歌が好きな人はどなたでも
連 絡 先／ 090-9560-3022（代表）
会 員 数／ 27人
参 加 費／ 1,000円（月額）
会　　長／神保久美子（津吉町）

校　　長：小野　俊文

顧　　問：廣井　恒之、柴山　恵理

部　　長：男子　浦田　駿

　　　　　女子　久原　里菜

部 員 数：19人（男子6人、女子13人）

高﨑　智也さん・珠貴さん（生月町壱部浦）

将くん（H18.3.20生）・綾ちゃん

いつまでも笑顔の可愛いみうちゃんでいてね

■呼び方 「みうちゃん」

■好きな遊び 「おままごと」「歌を歌うこと」

■興味を持ち始めたこと 「水泳」「なわとび」

■天使のしぐさ 「えくぼスマイル」「腰振りダンス」「ぽかーん顔」

　いつも元気いっぱい笑顔いっぱいの美羽ちゃん。
この前まで歩くのがやっとだと思っていたらもう５
歳。プールの中をスーイスイ、縄跳びをテンポ良く
タンタンタン、いつのまにか活発なお嬢さんになっ
ていました。長所はいつも笑って周りのみんなを和
ませること、短所は遊び始めたらくたくたになるま
で止めないこと。次の日に発熱して心配することも
しばしば。でもこの短所が将来良い方に向ってくれ
たらと思っています。

ずっとニコニコ優しい将くんでいでね♪

■呼び方 「しょうくん」

■好きな遊び 「工作」

■興味を持ち始めたこと 「手紙を書くこと」

■天使のしぐさ 「スマイル」

　６歳のお誕生日おめでとう。生まれた時から、に
こにこスマイルがかわいい将くん。綾ねえと一緒に
遊ぶのは良いけれど、けんかはほどほどにね。
　最近は、空になった箱や広告の紙を使って、さま
ざまな物をつくりだすのが大好きだね。ピアノも毎
日練習して、とっても上手になりました。
　４月から小学校におねえちゃんと一緒に行けるよ
うになるね。これからも笑顔を絶やさず、毎日楽し
くみんなで過ごそう！

たかさき       とも や

倉田　英路さん ・美由希さん（戸石川町）

美羽ちゃん（H19.３.17生）

くら た　　　ひでみち み　ゆ　き

み　う

あやしょう

たま き



☆まちの話題！Photoコーナー

　２月２日、平戸市内で
も雪が降りましたが、大
島村では雪が降り積もり、
珍しく雪景色を見ること
ができました。写真は神
浦地区の様子です。

みなさんの投稿した写真やみなさんの情報で撮った話題を紹介！

▼

１日だけの銀世界 たすきをつないで厄払い

　２月12日、田平町野田
地区で「厄払い駅伝大会」
が行われました。24 回目。
以前は佐世保市役所から
走っていましたが、最近
は生月から走っています。

▼

みなさんのみなさんの投稿や投稿や情報情報を
お待ちしています！お待ちしています！
みなさんの投稿や情報を
お待ちしています！

　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選で10名様に上
記商品をプレゼント。応募締切は３月21日（水）当日
消印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代
えさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　市長公室政策推進課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

１
月
30
日
に
、
平
戸
港
交
流
広
場
に
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
旅
す
る
ラ
ジ
オ
80
ち
ゃ
ん
号
」

の
公
開
放
送
が
あ
る
と
聞
き
、
見
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
の
平
戸
瀬
戸
市
場
オ
ー
プ
ン

記
念
に
開
催
さ
れ
る
12
㎞
コ
ー
ス
の
平
戸

の
街
を
初
め
て
歩
き
ま
す
！
歩
き
な
が
ら

平
戸
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
田
平
の「
つ
ば
き
物
産
展
」も
見

て
き
ま
す
。
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

（
ね
こ
ね
こ
こ
ね
こ　

24
歳
女
性
）

●

　

広
報
ひ
ら
ど
２
月
号
を
見
て
、「
１
０

０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」が
多
く

な
り
ま
し
た
ね
。
自
然
豊
か
な
環
境
で
生

活
で
き
る
と
長
生
き
で
き
る
の
で
す
ね
。

平
戸
に
住
め
て
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｙ　

67
歳
女
性
）

●

　
「
平
戸
シ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１

２
」の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

『
２
０
１
２
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
も
継
続
し
て

行
わ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
が
、
ひ
ら
ど
ツ
ー
デ
ー

ウ
ォ
ー
ク
と
同
様
に
県
内
外
の
人
か
ら
親

し
ま
れ
、
平
戸
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
遊
歩
人　

55
歳
男
性
）

●

　

節
電
。
た
ま
た
ま
、
昼
休
み
時
間
に
市

役
所
へ
行
き
ま
し
た
。
な
ん
と
暗
闇
で
若

い
職
員
が
そ
ろ
っ
て
黙
々
と
弁
当
を
食
べ

て
い
ま
し
た
。
私
は
つ
い「
暗
く
て
ご
飯

の
味
が
し
な
い
で
し
ょ
う
」と
声
を
か
け

ま
し
た
。
節
電
・
節
税
に
協
力
し
て
い
る

の
で
す
ね
。

（
暗
い
と
こ
ろ
は
見
え
な
い
バ
ー
バ　

女
性
）

●

　

今
年
の
正
月
に
、
中
学
時
代
の
同
窓
会

が
あ
り
ま
し
た
。
47
年
ぶ
り
の
再
会
は
と

て
も
懐
か
し
く
、
年
齢
を
重
ね
た
分
そ
れ

ぞ
れ
に
見
た
目
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
中

身
は
あ
の
こ
ろ
の
ま
ま
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
か
の
よ
う
に
懐
か
し
い
お
喋
り
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
中
に
は
大
学

の
教
授
を
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
人
も

お
ら
れ
、
本
当
に
同
窓
生
と
し
て
誇
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
恩
師
に

も
出
席
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
は
今
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
風
光
明
媚
な
平
戸
を
ふ
る
さ
と
に
持
っ

て
い
る
の
は
、
い
つ
何
ど
き
も
同
じ
で
す
。

ま
た
い
つ
の
日
か
、
み
な
さ
ん
と
お
会
い

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
素
晴
ら
し
い
思
い
出
、
心
踊
る
楽

し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
思
い
出
は
私
の
心
の
宝
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
雪
だ
る
ま　

61
歳
女
性
）

●

　

狭
い
庭
で
、
大
根
・
小
松
菜
な
ど
を
少

し
作
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
け
ど
、
自
分

で
育
て
た
野
菜
は
格
別
お
い
し
い
で
す
。

大
根
は
大
根
お
ろ
し
で
食
べ
ま
し
た
。
新

鮮
で
、
ち
ょ
っ
と
辛
か
っ
た
け
ど
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

（
Ｔ
・
Ｙ　

54
歳
女
性
）

●

　

平
戸
に
は
、
た
く
さ
ん
の
特
産
品
が
あ

り
ま
す
ね
。
特
産
品
は
、
横
浜
・
大
阪
方

面
へ
送
っ
て
い
ま
す
。
平
戸
の
風
景
を

メ
ー
ル
で
送
っ
て
い
ま
す
が
、
懐
か
し
い

と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。（

千
秋　

59
歳
女
性
）

●

　

母
校
が
廃
校
に
な
る
。
単
な
る
う
わ
さ

話
で
終
わ
る
か
と
思
っ
た
が
、
公
式
な
案

内
状
に
接
し
、
最
終
通
牒
を
手
渡
さ
れ
た

よ
う
な
も
の
だ
。
学
業
を
終
え
て
名
古
屋

で
成
人
式
、
東
京
で
今
年「
喜
寿
の
祝
い
」。

大
島
分
校
が
存
在
し
た
存
続
年
数
も
自
ず

と
知
れ
よ
う
。
傘
寿
に
な
れ
ば「
あ
あ
、
３

年
前
は
大
島
分
校
も
あ
っ
た
よ
な
ぁ
」と
、

一
人
寂
し
く
悲
嘆
に
く
れ
よ
う
。
思
え
ば

先
生
た
ち
は
開
設
時
か
ら
生
徒
募
集
に
奔

走
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
離
島
留

学
制
度
を
取
り
入
れ
て
、
大
島
村
の
み
な

さ
ん
も
一
致
協
力
し
て
大
島
分
校
の
存
続

を
願
っ
て
留
学
生
の
寄
宿
を
申
し
入
れ
た

り
守
り
た
て
た
と
か
。

　

第
１
回
卒
業
生
と
し
て
、
大
島
村
民
、

先
生
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。
廃
校
っ
て
悲
し
い
も
の
で
す
ね
。

（
平
松
す
な
お　

77
歳
男
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
３
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、11通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

▲２月３日・子泣き相撲からの一コマ。取組の後に行司と記念撮影▲２月３日・子泣き相撲からの一コマ。取組の後に行司と記念撮影▲２月３日・子泣き相撲からの一コマ。取組の後に行司と記念撮影

平戸南蛮スイーツ研究会
今平戸セット（塩金平糖１本・日本一小さ
な金平糖１個）を10名様にプレゼント！
　「今平戸」と書いて「こんぺいとう」。観光協会や学芸
員、市内の菓子店などで構成する平戸南蛮スイーツ研
究会が、平戸オランダ商館の開館を機に、ポルトガル
伝来の当時のコンフェイトをいま、ひらど（今平戸）で
よみがえらせたいとの思いで誕生させました。今平戸
は、塩金平糖とオランダ国旗をイメージした配色の日
本一小さな粒の金平糖の２種類。塩金平糖は、根獅子
の浜で製塩された塩と砂糖とのバランスが絶妙な味に
仕上がっています。今回は、平戸観光協会の売店で販
売している「今平戸」をセットにして10名様にプレゼ
ントします。また、３月20日（火）～ 31日（土）に平
戸観光協会売店で「広報ひらどを見た」と言うと、「今
平戸」を10％割引いたします。
　◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　平戸南蛮スイーツ研究会　（社）平戸観光協会内
　〒859-5121　平戸市岩の上町1473番地
　TEL　0950-22-3060　FAX　0950-23-8601

平戸南蛮スイーツ研究会平戸南蛮スイーツ研究会平戸南蛮スイーツ研究会

今平戸今平戸
（塩金平糖＆日本一小さな金平糖）（塩金平糖＆日本一小さな金平糖）
今平戸
（塩金平糖＆日本一小さな金平糖）

つ
う 

ち
ょ
う



▲岳下古墳跡

▲岳下古墳　副葬品

交付年月
日後期高齢

者医療限
度額適用

・標準負
担額減額

認定証

被保険
者番号

住
所

氏
名

被

保

険

者 生 年 月
日

発 効 期 日

有 効 期 限

該 当 年
月 日

保 険 者
番 号

並 び に
保 険

者 の 名
称 及

び 印

長 期 入 院
適 用 区 分

者 印
保 険

１２３４
５６７８

長崎市栄
町４番９

号

広域　太
郎

  長崎県
後期高齢

者医療広
域連合

区分Ⅰ

昭和　９
年　１月

　１日

平成２３
年　８月

　１日

平成２４
年　７月

３１日

平成２３
年　８月

　１日

男

３ ９ ４
２ ０ ０

０ ５

市
指
定
文
化
財

 

古
墳
時
代
の
記
憶

66

■名　称　岳下古墳跡・

　　　　　岳下古墳出土品

■種　別　市指定史跡・考古資料

■指定年月日　昭和61年1月17日

■所有者　個人

■所在地　平戸市大島村

広報ひらど 平成24年３月号 20Hirado City Public Relations,2012.321

　岳下古墳跡は大島村の
大賀キャンプ場へ向かう
道際にあります。1937
年に畑の所有者が大きな
石を排除した際に多数の
遺物が発見されたと言わ
れています。その後1950
年に京都大学による平戸
島学術調査が実施された
際に、この古墳の存在を
聞いた調査団により一部
が発掘調査されています。
　現在は、被っていた土も無くなり、奥壁と側壁の石の一部が残存するだ
けとなっていますが、本来は2m×2mの正方形単室をもち、この単室に入
る羨道と呼ばれる通路のある横穴式石室の古墳であったと考えられていま
す。
　古墳に埋葬されるのは、ある程度の地位や力がある人と考えられます。
田平町にある前方後円墳と呼ばれる古墳の形式をもつ笠松天神社古墳（県
指定）などは、前面に広がる里田原遺跡の支配階級の人が埋葬されたと考
えられます。しかし、岳下古墳周辺にはこのような大規模な遺跡が発見さ
れてないことから、海を舞台に活躍する有力者ではなかったかと考えられ、
7世紀の初めごろに埋葬されたと思われます。
　副葬品と呼ばれる埋葬者と一緒に埋められたものとして、須恵器という
焼き物や鉄製の剣、銅製耳飾などがたくさん発見され、現在ふるさと資料
館で見ることができます。須恵器はこの時代の古墳などを発掘すると出土
する焼き物であり、福岡周辺で大量に焼かれて流通したもので、当古墳の
埋葬者を祭った人たちもこれらを手に入れることができるほど広く活動し
ていたと考えられます。
　また、鉄剣や銅製耳飾も当時貴重な金属製品であり、これらを副葬して
いることからも支配階級の人であることがうかがえます。

岳下古墳跡・岳下古墳出土品

おく　へき そく　へき

せん　どう

ふく　そう　ひん す　 え　   き

よこ　あな   しき   せき   しつ

健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
　４月診療分から、通院でも認定証を提示すれば、１カ月の自
己負担額が一定の金額にとどめられます。これまでの医療制度で
は、高額な外来診療を受け、１カ月の窓口負担が自己負担限度
額以上になった場合、窓口でその額を支払っていました。今回の
制度改正で限度額適用認定証などを医療機関に提示すると、自
己負担限度額を超える自己負担額は支払う必要がなくなります。 　
        　【お問い合わせ】　長寿保険課　国保年金班(☎内線2590)

「限度額適用認定証」には、申請が必要です

窓口には、「限度額適用認定証」が必要です 申請手続きの流れ

外来診療の自己負担限度額の内容

　
　入院では、すでに高額医療費の現物給付方式へ支払
方法が変更されていますが、今年４月からは、通院でも
高額医療費の現物給付方式になります。
　つまり、医療機関での窓口負担が、自己負担限度額
までで済むようになります。この制度を利用するためには、
医療機関に「限度額適用認定証」を提示してください。
　「限度額適用認定証」を提示しない場合は、今までの
とおりの手続きになります。
　

　「限度額適用認定証」は、入院や外来診療などでの医
療費の支払額が、国が定める自己負担限度額を超えて
高額な支払額になるとき、窓口での支払額を法定の自己
負担限度額までにとどめるために必要な認定証です。

　
　
　「限度額適用認定証」の交付には、申請が必要です。
国民健康保険や後期高齢者医療保険（全ての75歳以上
の人）に加入している人は、市役所の窓口で交付申請す
ることができます。これ以外の人は、ご自身の職場など
で交付申請をすることになります。
　外来診療などを対象に4月1日から希望する人は、４
月中の申請手続きが必要です。
　詳しくは、現在加入している健康保険組合などにお問
い合わせください。
※70歳以上で住民税が課税されている世帯の人は、「限
　度額適用認定証」の申請をする必要がありません。
　　また、現在、国民健康保険や後期高齢者医療保険
　に加入していて、限度額適用認定証をすでに持ってい
　る人は、今までのとおり、外来診療で使うことができ
　ます。

　
70歳以上の人の場合には、同じ月に複数の医療機関で
支払った自己負担額を合算することができます。

　同じ月に複数の医療機関などで支払った21,000円以
上の自己負担額を合算することができます。
　また、過去１年間で３回以上の高額医療費の支給を
受けている場合は、４回目から自己負担限度額が引き
下げられます。

「限度額適用認定証」とは？

通院でも、医療費の窓口負担が
自己負担限度額までで済むってホント？

②所得区分をもとに
　限度額適用認定証
　を交付

被保険者 市役所など

医療機関など

①限度額適用認定証の
　申請

所得区分
現役並み所得者

一般

住民税が
非課税世帯の人

1カ月の自己負担限度額
44,400円

12,000円または24,600円

8,000円

所得区分
上位所得者
一般

住民税が
非課税世帯の人

1カ月の自己負担限度額
15万円＋（医療費－50万円）×１％

8万100円＋（医療費－26万７千円）×１％

35,400円

③交付された
　限度額適用認定証
　を提示

■70歳未満の人

■70歳以上の人

３

１

２



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

　

臨
時
延
長
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
戸
籍
住
民
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
２

募　

集

募　

集

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

申
・
問
都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
４

　　
　
　
　
　
　
　

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
３

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
制
度
に
つ
い
て

申
・
問
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
　
　

☎
内
線
２
６
０
５

平
成
24
年
度
平
戸
市
奨
学
資
金
の

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

申
・
問
総
務
課
人
事
班

　
　
　

☎
内
線
２
３
１
７

平
成
24
年
度
臨
時
職
員
の
登
録
を

３
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

申
・
問
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

　
　
　

☎
23
‐
８
３
５
１

第
16
回
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
水
泳

競
技
大
会
を
開
催
し
ま
す

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
７
４

乳
児
へ
の
育
児
用
品
貸
出
事
業
の

第
１
期
募
集
に
つ
い
て

＜第１期申請＞

申請期間

対 象 者

貸 出 日

貸出台数

３月１日（木）～22日（木）

市内に住所を有する、
平成24年４月１日～
６月30日に赤ちゃん
を出産予定の保護者

４月２日（月）以降

ベッド15台、バス10台、
スケール20台

○
と
こ
ろ　

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
温
水
プ
ー
ル

○
参
加
資
格　

平
戸
市
、
松
浦
市
、
北
松
地
域

　

の
学
校
お
よ
び
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
、
ま

　

た
は
当
ス
ク
ー
ル
に
在
籍
し
た
幼
児
・
小
学

　

生
、
中
学
生

○
種　

目　

ビ
ー
ト
板
、
自
由
形
、
背
泳
ぎ
、

　

平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
個
人
メ
ド
レ
ー
、

　

リ
レ
ー

○
参
加
料　

１
種
目
３
０
０
円
。
個
人
種
目
は
、

　

１
人
３
種
目
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
リ

　

レ
ー
種
目
は
無
料
で
す
。

○
申
込
期
限　

３
月
８
日（
木
）

○
申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
て
シ
ー
ラ
イ
フ

　

ひ
ら
ど
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど　

　

〒
８
５
９‐

５
１
５
２　

平
戸
市
鏡
川
町

　

８
５
０
番
地

　

大
会
当
日
は
、
プ
ー
ル
の
一
般
利
用
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

転
勤
な
ど
で
異
動
が
多
い
こ
の
時
期
、
昼
間

忙
し
く
て
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
臨
時

に
本
庁
の
市
民
課
窓
口
業
務
の
受
付
時
間
を
延

長
し
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
交
付
ほ
か
、
転
入
・

転
出
届
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
が
、
市
民
課
取
扱
い

事
務
に
限
り
ま
す
。

○
採
用
期
間　

４
月
以
降
の
必
要
な
期
間

　

※

必
要
に
応
じ
て
選
考
採
用
し
ま
す
。
欠
員

　
　

な
ど
が
無
い
場
合
は
登
録
し
て
も
採
用
さ

　
　

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
職
務
内
容　

事
務
補
助
、
看
護
師
、
保
育
士

　

な
ど

○
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間
〜
７
時
間
45
分

○
登
録
方
法　

市
販
の
履
歴
書
、
ま
た
は
総
務

　

課
人
事
班
・
各
支
所
市
民
協
働
課
に
備
え
付

　

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務

　

課
人
事
班
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
看
護
師
、

　

保
育
士
と
し
て
登
録
を
希
望
す
る
人
は
免
許

　

証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

※

登
録
の
有
効
期
限
は
、
平
成
25
年
３
月
31

 
 

日
ま
で
で
、
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
資
格　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

　

事
項
に
該
当
し
な
い
人

○
日
額
賃
金　

５
，
５
０
０
円

　
（
事
務
補
助
、
７
時
間
45
分
勤
務
の
場
合
）

○
と　

き　

３
月
18
日（
日
）

　

※

競
技
開
始　

午
前
９
時
45
分

　

な
お
、
本
人
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

本
人
お
よ
び
世
帯
主
以
外
の
人
が
住
所
変
更
の

手
続
き
を
す
る
際
に
、
委
任
状
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
延
長
期
間　

３
月
26
日（
月
）〜
４
月
６
日

　
（
金
）の
平
日
の
み

○
延
長
時
間　

午
後
５
時
15
分
〜
午
後
７
時

○
取
扱
窓
口　

本
庁
市
民
課

　　

学
生
の
み
な
さ
ん
も
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国

民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
は
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

承
認
期
間
は
申
請
し
た
年
度
の
４
月
か
ら
翌
年

の
３
月
ま
で
で
、
申
請
は
毎
年
度
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り

保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成

24
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
人
は
、
３
月

下
旬
ご
ろ
に
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申

請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
人
は
、
こ

の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
る
こ

と
で
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所

産
業
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　

10
戸

　

①
平
戸
地
区　

２
戸

　

②
田
平
地
区　

４
戸

　

②
生
月
地
区　

４
戸

　

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

３
月
12
日（
月
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る

　
　

こ
と

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証

　
　

明
書

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
な
お
、

　

抽
選
会
は
、
３
月
下
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

高
校
・
高
専
・
専
修
・
短
大
・
大

　

学
に
進
学
予
定
、
ま
た
は
在
学
中
で
、
保
護

　

者
が
市
内
に
居
住
し
て
お
り
、
経
済
的
理
由

　

か
ら
修
学
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

　
※

ほ
か
の
奨
学
制
度
か
ら
の
貸
与
を
受
け
て

　
　

い
る
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
貸
与
金
額（
月
額
）

　

▼
高
校（
国
公
立
）　

１
２
，
０
０
０
円

　

▼
高
校（
私
立
）　　

２
４
，
０
０
０
円

　

▼
高
専
、
専
修　
　

１
２
，
０
０
０
円
〜
３
０
，

　
　

０
０
０
円

　

▼
短
大
、
大
学　
　

３
０
，
０
０
０
円

○
募
集
期
間　

３
月
１
日（
木
）〜
４
月
27
日

　
（
金
）

○
貸
与
期
間　

正
規
の
最
短
修
業
年
限
の
期
間
、

　

貸
与
し
ま
す
。

　

※

休
学
し
た
と
き
な
ど
の
期
間
に
対
し
て
は
、

　
　

貸
与
で
き
ま
せ
ん
。

○
返
還
期
間　

貸
与
期
間
満
了
の
月
の
翌
月
か

　

ら
据
え
置
き
期
間
を
１
年
間
以
内
と
し
、
貸

　

与
期
間
の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
月
賦
、

　

半
年
賦
、
年
賦
、
ま
た
は
全
額
返
還
と
な
り

　

ま
す
。
な
お
、
産
業
後
継
者
と
し
て
認
定
さ

　

れ
た
場
合
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　　

乳
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児
用

品
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
お

　

持
ち
の
上
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
、
ま
た

　

は
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
に
備
え

　

付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

 

最
長
１
年

　

・
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）１
〜
３
カ
月

　

・
ベ
ビ
ー
バ
ス　

１
〜
３
カ
月

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
出
・
返
却
は
、
本
庁
福
祉

　
　

課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
市
民
協

　
　

働
課
、
各
出
張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。
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平戸産の良質食材が最高級シャンパンとのコラボ
　１月30日、福岡市のレストランで同市内人気レストランのシェ
フ４人による平戸産の良質な食材を使ったコース料理を提供する
食事会が行われました。食事会では、平戸牛やヒラメ、ウチワエ
ビなどが素晴らしいフランス料理として登場。集まった約100人
の出席者の中には飲食店関係者もおり、平戸産の食材に関心を示
していました。また、会場では、「生月勇魚捕唄保存会」のみなさ
んが、「生月勇魚捕唄」を披露。平戸の紹介に花を添えました。

九州初！九州地方整備局との応援協定連携訓練
　２月３日、市役所本庁で、九州初となる防災連携訓練が行われ
ました。この訓練は昨年７月に締結した「大規模災害時の応援に
関する協定」に基づき行われたもの。訓練内容は川内地区で災害
が発生した想定で、黒田市長が九州整備局へ連絡し、ヘリコプター
の出動を要請。その後、要請したヘリコプターから撮影し、画像
共有遠隔防災会議システムで伝送された映像を平戸市、九州整備
局、長崎県が同時に見ながら、現地の状況確認などを行いました。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　

水
道
局
か
ら
の
お
願
い

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
水
道
局
総
務
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
８
１
５

　
「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
課
農
林
整
備
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
６
３

問
税
務
課
滞
納
整
理
班

　

☎
内
線
２
５
４
４

長
崎
県
市
町
合
同
公
売
会
in
松
浦

を
開
催
し
ま
す

問
建
設
課
総
務
班

　

☎
内
線
２
２
３
２

西
九
州
自
動
車
道
・
平
戸
I
C（
仮
称
）

建
設
に
向
け
た
環
境
ア
セ
ス
が
始
動

し
ま
す

問
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　

☎
内
線
２
５
６
７

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

〜
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
〜

問
税
務
課
固
定
資
産
税
班

　

☎
内
線
２
５
４
９

固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
・
課
税

台
帳
を
縦
覧
・
閲
覧
で
き
ま
す

問
観
光
課
観
光
振
興
班

　

☎
内
線
２
２
７
２

鄭
成
功
生
家
再
現
設
計
デ
ザ
イ
ン

が
決
定

▲

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
デ
ザ
イ
ン
画

　

平
戸
浄
水
場（
℡
22‐

２
５
７
７
）へ
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

　　　

鄭
成
功
生
家
再
現
設
計
デ
ザ
イ
ン
を
全
国
に

公
募
し
た
結
果
、
国
内
外
か
ら
20
点
の
応
募
が

あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
上
、
次
の
作
品
が
入
賞

作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞

　

貞
方　

正
一
さ
ん（
平
戸
市
）

▼
優
秀
賞

　

田
中　

博
昭
さ
ん（
佐
賀
県
有
田
町
）

▼
審
査
員
特
別
賞

　

田
中　

日
菜
さ
ん（
松
浦
市
）

　　　

水
道
の
開
始
・
休
止
な
ど
の
届
け
出
は
お
早
め

に
！

　

今
か
ら
の
季
節
は
、
転
勤
や
進
学
な
ど
に
伴

う
異
動
が
多
く
な
り
ま
す
。
水
道
の「
開
始
」、

「
休
止
」、「
死
亡
な
ど
に
よ
る
名
義
変
更
」な
ど

の
届
け
出
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
開
始
」の
届
け
出
は
２
日
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、「
休
止
」の
届
け
出
が
な
い
と

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
必
ず
届
け
出
ま

し
ょ
う
。

※

各
種
の
届
け
出
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
も
受

　

け
付
け
て
い
ま
す（
平
日
の
み
）。

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、「
口
座
振
替
」が
便

利
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
通
帳
と
届
出

印
を
持
参
し
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

検
針
に
ご
協
力
を
！

　

検
針
員
が
毎
月
水
道
の
使
用
量
の
検
針
に
、

み
な
さ
ん
の
お
宅
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に
犬
を
つ
な
い
だ
り
、

荷
物
や
雑
草
で
ふ
さ
い
だ
り
し
な
い
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

土
・
日
・
祝
日
の
緊
急
用
件
に
つ
い
て
は
、

　

な
お
、
最
優
秀
賞
と
な
っ
た
作
品
を
基
に
、

今
後
、
専
門
家
に
よ
る
検
証
を
行
い
、
生
家
の

実
施
計
画
を
決
定
し
、
生
家
再
現
整
備
事
業
を

行
う
予
定
で
す
。

　

県
内
外
市
町
合
同
で
、
市
税
徴
収
の
た
め
差

押
動
産
の
合
同
公
売
会
を「
入
札
」お
よ
び「
せ

り
売
り
」方
式
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
、
液
晶

テ
レ
ビ
、
壺
な
ど
約
４
８
０
点
を
出
品
予
定
で

す
。

○
と　

き　

３
月
17
日（
土
）午
前
８
時
30
分

　

〜
受
付
開
始

○
と
こ
ろ　

松
浦
市
文
化
会
館（
松
浦
市
志
佐

　

町
浦
免
１
１
１
０
番
地
）

　　

３
月
１
日
か
ら
、
緑
の
募
金
活
動
が
始
ま
り

ま
す
。
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
地
域
の
緑
化
や
、

水
を
育
む
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
森
林

の
整
備
を
は
じ
め
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
推
進
な
ど
幅
広
い
緑
化
事
業
に
利
用
さ
れ
ま

す
。

○
募
金
の
方
法　

家
庭
募
金（
１
世
帯
１
０
０

　

円
）・
職
場
募
金

○
募
金
活
動
期
間　

３
月
１
日（
木
）〜
５
月

　

31
日（
木
）ま
で

　

４
月
２
日（
月
）か
ら
、
平
成
24
年
度
の
固

定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
・
課
税
台
帳
を
縦
覧
・

閲
覧
で
き
ま
す
。

○
と　

き（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

　

▼
縦　

覧　

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日

　
　
（
木)

　

▼
閲　

覧　

４
月
２
日（
月
）以
降

○
と
こ
ろ　

税
務
課
固
定
資
産
税
班
、
ま
た
は

　

各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
、
度
島
連

　

絡
所(

閲
覧
の
み
）

○
持
参
す
る
も
の

　

▼
本　

人　

　
　

①
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許

　
　
　

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

　
　

②
印
か
ん（
認
め
印
可
）

　

▼
代
理
人　

　
　

①
委
任
状

　
　

②
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

　
　
　

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

　
　

③
印
か
ん（
認
め
印
可
）

【
用
語
説
明
】

縦　

覧　
「
土
地（
家
屋
）価
格
等
縦
覧
帳
簿
」  

　

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
土
地
や

　

家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
を
、
ほ
か

　

の
土
地
や
家
屋
と
比
較
で
き
ま
す
。

閲　

覧　
「
固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）」

　

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
土
地
や

　

家
屋
、
償
却
資
産
の
内
容
・
評
価
額
な
ど
を

　

確
認
で
き
ま
す
。
借
地
・
借
家
人
も
閲
覧
対

　

象
と
な
り
ま
す
が
、
閲
覧
で
き
る
の
は
賃
貸

　

借
関
係
に
あ
る
土
地
、
家
屋
に
限
り
ま
す
。

　

西
九
州
自
動
車
道（
約
１
５
０
㎞
）で
唯
一

ル
ー
ト
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
松
浦
・
佐
々

間（
約
19
㎞
）に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価（
ア

セ
ス
メ
ン
ト
）と
都
市
計
画
の
手
続
き
に
着
手

す
る
こ
と
が
、
こ
の
ほ
ど
国
土
交
通
省
か
ら
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
物
産
流
通
、
観
光
振
興
、

雇
用
確
保
を
は
じ
め
防
災
や
医
療
の
緊
急
輸
送

面
か
ら
、
本
路
線
の
一
刻
も
早
い
完
成
を
望
ん

で
い
ま
す
。

　

環
境
影
響
評
価
は
、
着
手
か
ら
完
了
ま
で
３

〜
５
年
か
か
り
ま
す
。
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
全
線
つ
な
が
っ
て
こ
そ
効
果
が
最

大
限
に
発
揮
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
早
急
な
事

業
化
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し

て
、
国
や
県
に
対
し
て
働
き
か
け
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

【
用
語
説
明
】

環
境
影
響
評
価（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）　

環
境
保 

　

全
の
た
め
の
行
政
上
の
手
続
き
の
ひ
と
つ
で
、

　

規
模
が
大
き
い
、
あ
る
い
は
環
境
に
影
響
を

　

及
ぼ
し
そ
う
な
事
業
を
実
施
す
る
と
き
行
な

　

い
ま
す
。

　
　

ま
ず
、
事
前
に
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響

　

が
あ
る
か
調
査
・
予
測
し
て
評
価
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
内
容
を
過
程
も
含
め
て
広
く
公
表

　

し
、
住
民
や
行
政
機
関
な
ど
か
ら
意
見
を
聞

　

い
て
、
環
境
保
全
の
た
め
の
対
策
を
検
討
し

　

て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

自
殺
は
追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
問
題
で
あ
る
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）で
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
内
で
の
自
殺
の
主
な
原
因（
平
成
22

年
）は
、
健
康
問
題
、
経
済
・
生
活
問
題
、
勤

務
問
題
、
家
庭
問
題
で
あ
り
、
自
殺
の
リ
ス
ク

は
複
数
の
原
因
が
重
な
る
こ
と
で
高
ま
り
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
な
ど
で
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
と

き
は
、
相
手
の
話
を
聞
き
、
気
持
ち
に
寄
り
添

い
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、問
題
は
抱
え
込
ま
ず
に
、

福
祉
課
や
県
北
保
健
所（
☎
57‐

３
９
３
３
）

の
相
談
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
気
づ
い
て
ほ
し
い
サ
イ
ン

　

①
う
つ
病
の
症
状
が
あ
る（
不
眠
・
食
欲
不

　
　

振
・
元
気
が
な
い
・
仕
事
の
能
率
が
下
が

　
　

る
な
ど
）

　

②
原
因
不
明
の
体
調
不
良
が
長
引
く

　

③
飲
酒
量
が
増
え
る

　

④
自
殺
を
口
に
す
る
・
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

　

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
、「
気
づ
き
・
つ

な
ぐ
」こ
と
を
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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手頃な価格であなたのお店、会社のＰＲ！

申
・
問
平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー（
平
戸
観
光
協
会
）

　
　

  

☎
22‐

3
0
6
0

第
22
回
台
湾
親
善
訪
問
団
の
団
員
を

募
集
し
ま
す

原
付
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す

平
戸
警
察
署
交
通
課

☎
22

-

３
１
１
０　

内
線
４
１
３

問

平
戸
中
継
局（
鞍
掛
山
）の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

受
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
更
し
ま
す

長
崎
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５‐

８
０
４‐

５
５
０
０

問

猶
興
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
定
期

演
奏
会
２
０
１
２
を
開
催
し
ま
す

猶
興
館
高
等
学
校

☎
22‐

２
０
６
４（
峯
山
）

問

第
４
回「
田
平
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り
」を

開
催
し
ま
す

田
平
公
園
管
理
事
務
所

☎
57‐

０
３
０
９

問

平
成
24
年
度
業
務
改
善
助
成
金
の

申
請
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
５‐

８
０
１‐

０
０
３
３

問

■１月末までの
　火災救急件数

（ 　）内は昨年同期（ 　）内は昨年同期

火災

救急

３件）

125件（157件）

■１月の交通事故

件　数

死　者

負傷者
（重傷）１名（軽傷）７名

（５件）

（  ０名）

（７名）

５件

０名

８名

■ひらどふれあい福祉基金

○西高野山最教寺奥の院寒修行詠歌団
　代表　邊見　光眞
○生月町里免　岳﨑　博見

(敬称略)

ご協力ありがとうございました。

　５件（
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３
月
21
日（
水
）か
ら
平
戸
中
継
局
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
テ
レ
ビ
と
Ｅ
テ
レ（
教
育
）の
受
信
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
52　

と
51　

に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
で
番
組
が
受
信
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
に
は
、
受
信
機
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
設
定

(

再
ス
キ
ャ
ン)

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、「
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
」に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。☎
０
１
２

０‐

９
２
２‐

３
０
３（
平
日
・
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
、
土
日
祝
・
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

　

※

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
で
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、

　
　

☎
０
３‐

４
３
２
１‐

０
７
７
０
へ
の

　
　

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

平
戸
で
生
ま
れ
た
英
雄「
鄭
成
功
」の
遺
徳
を

し
の
び
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、「
鄭

成
功
」ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
ま
す
。

○
と　

き　

４
月
26
日（
木
）〜
29
日（
日
）

○
行　

程　

１
日
目
・
台
北
視
察
、
２
日
目
・

　

台
中
視
察
、
３
日
目
・
台
南
視
察
、
４
日
目
・

　

鄭
成
功
祖
祭
典
へ
参
加

○
募
集
人
数　

30
人（
先
着
順
、
最
低
催
行
人

　

員
15
人
）

○
募
集
締
切　

４
月
10
日（
火
）

○
参
加
条
件　

訪
問
終
了
後
に
レ
ポ
ー
ト
を
提

　

出
す
る
こ
と
。

○
旅
行
代
金　

１
１
０
，
０
０
０
円
程
度

　

※

旅
行
代
金
の
ほ
か
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持

　
　

ち
で
な
い
人
は
、
そ
の
取
得
に
か
か
る
費

　
　

用
が
必
要
で
す
。

　

地
元
中
学
生
や
卒
業
生
と
の
合
同
演
奏
、
本

校
音
楽
部
・
ダ
ン
ス
同
好
会
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、

変
化
に
富
ん
だ
演
奏
会
で
す
。

○
と　

き　

３
月
18
日（
日
）午
後
２
時
開
演

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

○
と　

き　

３
月
30
日（
金
）

○
と
こ
ろ　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ク
ー
ル
松
浦（
松

　

浦
市
調
川
町
下
免
81‐
４
）

○
受
験
資
格

　

①
受
付
時
に
年
齢
が
16
歳
以
上
の
人

　

②
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
人

○
受
付
期
間　

３
月
１
日（
木
）〜
15
日（
木
）

　

の
平
日
の
み
。
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
受
付
場
所　

平
戸
警
察
署
交
通
課
免
許
窓
口

○
受
験
時
に
必
要
な
も
の

　

①
住
民
票　

１
通（
本
籍
記
載
）

　

②
写
真　

２
枚（
無
帽
、
無
背
景
で
人
物
が

　
　

明
確
に
写
っ
て
い
る
写
真
で
、
申
請
前
６

　
　

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。
大
き
さ
縦

　
　

３
㎝×

横
２
・
４
㎝
）

○
申
請
手
数
料　

１
，
６
５
０
円

　

県
立
田
平
公
園
で
は
、
３
月
23
日（
金
）〜

４
月
12
日（
木
）ま
で
、
さ
く
ら
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
と　

き　

４
月
８
日（
日
）

○
と
こ
ろ　

県
立
田
平
公
園
内（
花
の
ス
テ
ー

　

ジ
周
辺
）

○
内　

容　

幼
稚
園
児
に
よ
る
太
鼓
演
奏
、
地

　

元
直
売
所
の
出
店
、
野
菜
苗
の
販
売
、
野
点
、

　

琴
の
演
奏
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど　

　　

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
の
賃
金
改
善
を
助
成

金
で
支
援
し
ま
す
。
支
給
額
は
次
の
支
給
要
件

に
あ
て
は
ま
る
業
務
改
善
の
経
費
の
２
分
の
１

（
下
限
５
万
円
・
上
限
１
０
０
万
円
）で
す
。

○
支
給
要
件

　

①
事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給
を
４
年
以

　
　

内
に
８
０
０
円
以
上
と
す
る
計
画
を
作
成

　
　

し
、
実
施
す
る
こ
と
。

　

②
賃
金
引
上
げ
に
資
す
る
設
備
・
機
器
の
導

　
　

入
や
就
業
規
則
の
改
正
な
ど
業
務
改
善
を

　
　

行
い
費
用
を
支
払
う
こ
と
。

【
平
戸
地
区
】

⻆
田　

龍
優 

和
輝 

川
内
浦

三
德
屋　

悠
斗 

仁 

上
大
垣

中
村　

壮
志
朗 

敏
行 

中
の
崎

田
中　

柊
騰 

幸
太
朗 

船
越

宮
本　

美
織 

康
裕 

宮
の
浦

藤
川　

玲
那 

晴
樹 

上
中
津
良

井
元　

由
捺 

英
之 

度
島
中
部

大
石　

健 

修 

山
中

神
田　

陽
向 

茂
雄 

大
久
保

吉
岡　

翼 

隆
徳 

向
月

眞
浦　

愛
夢 

明
男 

赤
坂

竹
田　

百
合 

健 

上
大
垣

【
生
月
地
区
】

久
家　

聖
穏 

勇
樹 

浦
南

【
田
平
地
区
】

松
永　

陽
向 

貴
之 

永
田

黒
瀬　

奏
仁 

啓
介 

下
里

竹
川　

蓮
生 

保 

福
崎

田
渕　

皇
陽 

誠 

永
田

福
田　

想
真 

祥
一 

永
田

須
藤　

匠
也 

進
二 

上
里

【
大
島
地
区
】

松
山　

潤
哉 

剛
輝 

大
根
坂

【
平
戸
地
区
】

小
濵　

義
雄 

82
歳 
1
／
15 

大
野

田
中　

ミ
キ 

87
歳 
1
／
18 

獅
子
第
1

立
花　

チ
ヱ
子 

96
歳 
1
／
19 

大
川
原

髙
木　

エ
ツ
子 

86
歳 
1
／
19 

上
大
垣

佛
田　

ヒ
ロ 

71
歳 
1
／
20 

上
大
垣

日
高　

マ
セ 

100
歳 
1
／
22 

堤

松
本　

留
作 

89
歳 
1
／
22 

神
上

庄
司　

幸
男 

86
歳 
1
／
24 

明
の
川
内

西
島　

ハ
ル
ヱ 

71
歳 
1
／
24 

石
原
田

氏
田　

ミ
ヱ 

86
歳 
1
／
25 

猪
渡
谷

森　
　

京
子 

79
歳 
1
／
26 

職
人
町

平
野　

勇　 

79
歳 
1
／
27 

猪
渡
谷

井
上　

久
子 

84
歳 
1
／
27 

白
浜

片
山　

ユ
ク 

90
歳 
1
／
29 

田
崎

大
德
屋　

勇 

78
歳 
1
／
30 

度
島
浦

永
藤　

サ
ツ
子 

85
歳 
1
／
31 

曲
り

小
田　

勇  

80
歳 
2
／
1 

川
内
在

里
﨑　

ト
ク 

95
歳 
2
／
1 

早
福

川
口　

義
英 

81
歳 
2
／
2 

上
中
津
良

吉
冨　

逸
夫 

80
歳 
2
／
3 

津
吉
中
央

小
楠　

正
俊 

72
歳 
2
／
4 

野
子

谷
川　

忠
行 

94
歳 
2
／
4 

稗
田　
　

宮
﨑　
　

代 

84
歳 
2
／
5 

前
津
吉
浜

堤　
　

芳
江 

88
歳 
2
／
5 

薄
香
越

品
川　

ス
イ 

90
歳 
2
／
5 

木
ヶ
津
第
1

山
田　

マ
サ
子 

100
歳 
2
／
5 

紐
差
第
4

百
本　

百
合
子 

86
歳 
2
／
6 

赤
坂

塚
本　
　

三
郎 

92
歳 
2
／
6 

木
ヶ
津
第
2

山
田　

博 

63
歳 
2
／
8 

上
大
垣

福
井　

松
枝 

83
歳 
2
／
11 

大
志
々
伎

濱
田　

ヨ
ネ 

88
歳 
2
／
12 

根
獅
子
第
1

大
石　

チ
ヨ
ノ 

79
歳 
2
／
12 

上
中
津
良

　

合　

妙
子 

86
歳 
2
／
14 

木
引
田
町

【
生
月
地
区
】

濵
田　

忠
良 

67
歳 
1
／
19 

浦
北

田
口　

ス
イ 

91
歳 
1
／
21 

元
触

白
濵　

チ
ヨ
子 

81
歳 
1
／
23 

舘
浦
屋
敷

山
口　

栄
三
郎 

66
歳 
1
／
28 

浦
北

大
﨑　

嘉
朗 

80
歳 
1
／
28 

浦
北

松
山　

竹
一 

93
歳 
1
／
30 

堺
目

岳
﨑　

ア
ヤ
子 

81
歳 
2
／
1 

元
触

門
﨑　

惠 

81
歳 
2
／
1 

元
触

戸
田　

イ
キ 

96
歳 
2
／
6 

舘
浦
浜

田
中　

三
夫 

74
歳 
2
／
13 

舘
浦
潮
見

𠮷
山　

榮 

96
歳 
2
／
14 

山
田

山
市　

ト
ク
エ 

87
歳 
2
／
15 

浦
南

【
田
平
地
区
】

白
石　

昇 

61
歳 
1
／
14 

下
里

平
野　

晋
一 

92
歳 
1
／
18 

上
亀

冠　

ツ
イ 

89
歳 
1
／
20 

古
梶

山
口　

英
俊 

61
歳 
1
／
23  

上
里

坂
本　

勇
吉 

90
歳 
1
／
27 

坊
田

新
立　

キ
ヌ
エ 

83
歳 
1
／
28 

福
崎

髙
田　

タ
エ 

87
歳 
1
／
29 

福
崎

芝
田　

ス
マ
子 

57
歳 
1
／
30 

以
善

久
原　

ツ
タ 

94
歳 
2
／
4 

山
内

松
瀬　

覺 

93
歳 
2
／
11 

下
里

満
行　

豊
福 

78
歳 
2
／
13 

永
田

　
　
　
　
　
　
　
（
1
／
16
〜
２
／
15
受
付
分
）

ch

ch

す
み  

だ 

り
ょ
う
ま 

か
ず
き

さ
ん
と
く
や 

ゆ
う
と 

じ
ん

な
か
む
ら 

そ
う
し
ろ
う 

と
し
ゆ
き

　
た　
な
か 

と
う　
ま 

こ
う
た
ろ
う

み
や
も
と 

み　
お
り 

や
す
ひ
ろ

ふ
じ
か
わ 

れ　

な 

は
る
き

い
の
も
と 

ゆ　

な 

ひ
で
ゆ
き

お
お
い
し 

た
け
る 

お
さ
む

こ
う
だ 

ひ
な
た 

し
げ
お

よ
し
お
か 

つ
ば
さ 

た
か
の
り

　
ま　
う
ら 

あ
い　
む 

あ
き　
お

た
け　
だ 

ゆ　

り 

た
け
し

　
く　

が 

し
お
ん 

ゆ
う　
き

ま
つ
な
が 

ひ
な
た 

た
か
ゆ
き

く
ろ
せ 

か
な
と 

け
い
す
け

た
け
か
わ 

れ　

お 

た
も
つ

　
た　
ぶ
ち 

こ
う
よ
う 

ま
こ
と

ふ
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